平成25年度第４回岩国市環境審議会の結果について
1 会議名
平成25年度第４回岩国市環境審議会

2　開催日時

　　平成25年12月25日（水）午後２時00分から午後３時00分

3　開催場所

　　岩国市役所２階　特別会議室

４　出席した者の氏名

　（委員）

　　藤野完二（会長）、丸尾時彦（副会長）
　　河角衛、河本智勇、木村圭一、嶋田陽生、白木吉子、末友靖隆、野草哲平、
　　樋口隆哉、藤谷允子、森川裕子

　（事務局）

　　環境部長：土井寛治　　

　　環境保全課　課長：川戸裕司、環境対策班長：藤井哲夫、環境対策班：村繁利行
　（担当課）

　　環境事業課　課長：西村嘉允、管理班長：上尾浩睦、企画室長：藤村篤士、

　　　　　　　　企画室：藤澤政博、橋本光弘、釘屋賢一、荒川香与子
　　環境保全課　課長：川戸裕司、環境対策班長：藤井哲夫、環境対策班：村繁利行
　　東和テクノロジー　望月俊彦
　（関連部署）

　　環境施設課　課長：金屋正春

　　下水道課　　課長：村中広滋

5 議題

１　岩国市一般廃棄物処理基本計画の改定について（環境事業課）
２　騒音規制法及び振動規制法指定地域の変更について（環境保全課）
　　　 ６　公開・非公開等の別

　　　　　 公開

７　傍聴人数
　　１人

８　会議内容概要

　　《審議等事項》

１　岩国市一般廃棄物処理基本計画の改定について
　　・　パブリックコメントの結果報告

２　騒音規制法及び振動規制法指定地域の変更について
（会　長）　皆様、ご苦労様でございます。

　　　　　　それではこれから審議会の会議を始めたいと思います。

　　　　　　　本日は、会員12名中全員参加で、12名参加しておられますので、『岩国市環境審議会条例第６条第２項』の規程にのっとって、本日の会議が成立していることを報告致します。

　　　　　　では次に、議事次第にのっとりまして、第一の「岩国市一般廃棄物処理基本計画の改定について」の審議に入りたいと思います。

　　　　　　今日の会議の署名委員ですが、恐れ入りますが、野草委員と樋口委員にお願いしたいと思います。

　　　　　よろしくお願いします。

　　　　　　　それでは事務局の方から「一般廃棄物処理基本計画の改定について」のその後の状況等をご説明いただきます。

《担当課説明》パブリックコメントの結果報告について、資料に基づき説明

（会　長）　只今説明がありましたように、パブリックコメントは規程にのっとり11月11日から12月 9日の間告示致しましたが、質問や意見が無かったということですので、それを受けて、この諮問に関する答申書をまとめてみました。それをお手元に配ってございます。

　　　　　　実は、これまで皆様がこの会議で言われたこと等を事務局で整理してもらい、事前に私の方に渡していただきました。

　　　　　　啓発のこと、プラスチックやびんの汚れのことや生ごみの減量について等、子供たちの教育の仕方、新ごみ処理施設に対する色々なご意見や、収集運搬体制に関すること、それから今後の計画推進の管理の体制についても意見がございました。

　　　　　　その意見を踏まえて、お手元に配ってございますようなかたちで、私の方で案を作ってみました。

　　　　　読み上げてみたいと思います。

　　　　　　まずは『付帯意見（案）』の方をご覧いただきたいと思います。今申し上げたような、皆様のご要望やご意見を踏まえまして、付帯意見として、答申書にこういうものを付けたいと思います。

「１　ごみ処理や生活排水処理については、市民や事業者自らの取り組みが基本であるが、これらはライフスタイルや事業活動によるもので、一朝一夕に出来るものではない。こうしたことから、市民・事業者意識を向上させ、ごみ発生・排出削減及びリサイクルを推進するため、分別などに関する啓発を根気よく継続し、そのうえで市民にとってより分かりやすく、実践できるように工夫していっていただきたい。また、ごみ排出時の生ごみの水切りやプラスチック類の汚れの拭き取りなどについても、積極的に取り組んでもらえるように啓発していただきたい。
　　　　　　　　２　子どもの頃から環境について意識を持つことが大変重要である。次世代を担う子どもたちに対する環境教育・環境学習を推進するため、より効果的な施策の展開に努めていただきたい。
　　　　　　３　本計画の施策、事業を推進するため、進行管理結果について市民や事業者に広く公表し、一般廃棄物処理実施計画等においては、市民の意見を取り入れた計画としていただきたい。」

　　　　　という付帯資料を付けて、「岩国市長　福田良彦様」ということで、
「岩国市一般廃棄物処理基本計画の改定について（答申）

　　　　　　平成25年９月25日付けで諮問のありました岩国市一般廃棄物処理基本計画の改定について、当審議会で慎重に審議を行った結果、市から提示された計画案の内容で妥当であるという結論に達しましたので、答申します。なお、計画の推進にあたり、特に別紙に記載の点について留意いただく
よう、答申の付帯意見として申し述べます。」

　　　　　
　このようなかたちで取りまとめてみました。これについてご意見その他ございましたらお寄せいただきたいと思います。

（委　員）　よろしいですか。

　　　　　　付帯意見の「３」のところで確認をさせていただきたいのですが、一般廃棄物処理の実施計画というのが、今回の基本計画に対してどういうものかというご説明をいただきたいのと、それに市民の方々のご意見を取り入れるという実際の方法について、もしも分かれば教えていただきたいです。

（会　長）　事務局の方、お願いします。

（担当課）　はい、ご説明差し上げます。

　　　　　　お手元にある『岩国市一般廃棄物処理基本計画（案）』の中身を見ていただきたいのですが、２ページを見ていただければと思います。

　　　　　　２ページに「一般廃棄物処理基本計画の位置づけ」ということで、絵が描いてある中の一番下に「岩国市一般廃棄物処理基本計画（平成21年度～平成35年度）」と書いてあると思います。見にくいのですが、その下に「一般廃棄物処理基本計画策定の法的根拠」ということで小さい字で書いてあるのですが、下から２行目のあたりに「当該一般廃棄物処理計画には、一般廃棄物処理基本計画及び一般廃棄物処理実施計画により、所定の事項を定めることとされている。」となっております。

　　　　　その後３ページの「図表1-2」を見ていただきたいのですが、「基本計画」については計画期間が15年間で、前期・中期・後期の５ヵ年間毎で見直しをかけるということになっておりますが、その下に、「実施計画」が書いてあり、単年毎に見直していくというものになっております。

　　　　　ですので、実施計画というのは単年毎に、「来年度はこういうことをしていきます。」「去年はこういう結果でした。」という取りまとめということになります。それが実施計画というものです。

　　　　　実施計画は毎年見直しをかけて、基本計画については、実施計画をにらみつつ５年毎に見直しをするトータル15年の計画ですという格好になると思います。

　　　　　　そしてもう一点の、市民の皆様のご意見を取り入れる方法でございます。

もちろん私共は事業を進めていく上で、市民の皆様の先頭に立って、色々なご要望についてはその都度その都度お聞かせ願いたいところではございます。

　　　　　そのあたりを、119ページの「進行管理体制」ということでお示しさせていただいております。

　　　　　前回もお話したと思うのですが、年に一回は、皆様方に「今年度はこんな感じでした。」というご報告等々を挙げまして、また皆様のご意見をいただきまして計画を定め、それに向かって事業を進めていくという方法でさせていただきたいと考えておりますので、よろしくお願い致します。

（委　員）　ということは、この「広く公表」というのは、審議会の場に報告公表しますという理解でよろしいでしょうか。

（担当課）　それから本計画は、118ページの「計画進行管理指標」というところで定めておりますが、ホームページ等々でも内容を公表したいと考えておりますので、よろしくお願い致します。

（会　長）　確認ですが、今説明がありましたこの実施計画というものは、一般市民が閲覧を求めれば見せていただけるという解釈でよろしいですか。

（担当課）　はい、大丈夫です。

（会　長）　大丈夫ですね、分かりました。今の話でよろしいでしょうか。

（委　員）　はい。

（会　長）　他にございませんでしょうか。

（委　員）　付帯意見の「２」なのですが、子どもたちに対する環境教育・環境学習の推進に関して、実は「ミ
クロ生物館」でも年にだいたい60～70回くらい、子どもたちを対象にこういった授業をおこなっています。

　　　　　　そういった点についても、今回の審議会を通じてまとまった意見を基に改良をおこなって、子どもたち向けの授業を展開するように努めていきたいと、私自身、一委員として責任を持っておこなわなければと思っております。

　　　　　　委員から、そういった点でしっかり協力していきたいという話があった旨を、岩国市長殿の方にお伝えいただくような形をとっていただければ幸いでございます。

（会　長）　はい、了解しました。

　　　　　　今の意見はこの文章のことではなく、ここで審議があったように、子どもたちの教育について、ご自身の立場から応援したいというご意見という解釈でよろしいですね。

（委　員）　はい。
（会　長）　他に皆様の方から、何かご意見はございますでしょうか。

　　　　　　ございませんようでしたら、答申案については、この内容でご了解いただけますでしょうか。

（全　員）　はい。

（会　長）　よろしいでしょうか。ありがとうございます。

　　　　　　　それでは、この答申案については特にご意見が無かったということで、これをもちまして市長の方へ、正規の答申書として提出させていただくようになります。

　　　　　　それでは、二つ目の議題について、よろしくお願いします。

《担当課説明》騒音規制法及び振動規制法の指定地域の変更について、資料に基づき説明

（会　長）　この件につきまして、何かご質問やご意見はございますでしょうか。

（委  員）  すみません、どこということは無いのですが、無指定から準工業地域や工業地域に指定を変えるというのは、岩国市において、この後の企業誘致である等を踏まえているのですか。

（担当課）  工業用地域ですか、１番の話ですか。

（委　員）　１番もそうですし、7番も、10番の由宇も…これは埋め立てですね。

　　　　　　今回とは関係ないかも知れませんが、平成23年に県から市に移行された今のうちに、将来的な企業誘致である等を踏まえてこういった変更をしているのですか。

　　　　　　企業誘致関係でしたら、県よりも市に移行された時にしていた方が良いでしょう。

（担当課）　用途地域の変更につきましては、前回でもお話したとおり、都市計画課の方が変更しておりまして、その意図は充分には把握していないのですが、やはり用途地域の指定が無いと建築物が建てられないという制限がありますので、そういったところもあるのかなと思いますが、具体的にどういう工場が進出するということまでは、現状で把握はできておりません。

（委　員）　分かりました。

（会　長）　質問良いですか。

　　　　　　ここで審議するものほとんどに、個人の権利関係がある訳なのですが、地主さんや隣接の方へのご説明というのは、どういった形でされているのですか。

（担当課）　地主さんへの説明等は、こちらの方ではしていないですが、例えば多田地区についても現在工場がございますので、それについては、こちらで答申が出た後に、規制基準が該当する可能性が出て
くると思いますので、個別に説明していくような格好を考えております。

（会　長）　分かりました。

　　　　　　皆様の方から何かご意見はございますか。特にございませんでしょうか。

　　　　　　前回、簡単な説明がありましたが、その時もあまりご意見が無かったというように解釈しております。それを受けまして、私の方でこれについての答申の案を作ってみました。
　　　　　　配布しますので、ご覧いただけますでしょうか。読み上げてみます。

　　　　　「岩国市長　福田良彦様
　　　　　　悪臭防止法規制地域及び騒音振動規制法指定地域の変更について（答申）

　　　　　　平成25年11月１日付けで諮問のありました悪臭防止法規制地域及び騒音振動規制法指定地域の変更について、当審議会で慎重に審議を行った結果、周辺環境を考慮した適切な地域指定となっており、問題ないとの結論に達しましたので、答申します。」

　　　　　というように考えてみました。これでいかがでしょうか、皆様の方からご意見がございましたらお聞かせいただきたいと思います。

（委　員）　良いですか。

（会　長）　どうぞ。

（委　員）　同じような話になるかも知れませんが、特に１番あたりは、個人所有といいますか、一つの企業が建物全部を所有している訳ですね。

　　　　　　先程の答弁で、言う必要が無いのでそこも変えて良いと答えられたのですが、事前に言う必要があるのでは。

（担当課）　都市計画の用途地域変更になるのは、基本的にほとんどの場合が、土地の所有者からの依頼によって用途変更をするようなのです。

（委　員）　ありがとうございました。

（担当課）　それから、騒音と振動の両方の法律でそうなのですが、例えばコンプレッサーを持っている等、特定の施設を持っている工場や事業場に規制が掛かるということですので、騒音振動については、何も無いところには特に掛かりません。

（委　員）　初めにお話があったかも知れませんが、これは、３年や５年か毎にもちろん見直しをされる訳ですね。

（担当課）　いえ、特に何年毎という訳では無く、都市計画の用途地域の変更があった場合に、それに合わせて変更するということです。

（委　員）　すみません。

　　　　　　関連することですが、無指定の土地の地主さんから、工場を建てたいので準工業地域や工業地域にしてくださいという意見が出たら、するのですか。

（担当課）　そうですね、そういう意見が寄せられた場合に都市計画審議会というものにかけて、用途地域を変更して良いかどうかを審議して、良いという話になれば変わるということになります。

（委　員）　当然周辺に対して影響が出ないかたちというのが条件でしょう。

（担当課）　影響が受忍できる範囲なのかどうかというのも、審議会の中で審議されるということになると思います。

（委　員）　昔経験したことで、これは岩国では無いのですが、その時、無指定でも工場は建てられました。

　　　　　　周辺に住宅がどんどん迫ってきて、騒音で駄目だと言われた話がありますので。

地主さんが建てたいということで建て、周りから住宅が迫ってきた時、防音工事をしろということで、壁に防音材を入れたりして、工場の人は大変でした。

何も無い田んぼの場所に建てたら、住宅が迫ってくるということもあります。

ですので、地主さんが、工場を建てたいから工業地域にして欲しいと言い、建てた後にそうなった場合は、どういうかたちにしますか。

（担当課）　そうですね、環境サイドとしては、どうしても住民側の立場に立った規制をかけて、守っていただくという形での対応になると思います。

　　　　　　事業者さん側からすると、何故突然という話になるかとは思うのですが、どうしても住民の生活環境の保全という観点から、規制を順守していただくように指導するというのは避けられないと思います。

（委　員）　多田については、周りが住宅地というのはまず考えられないとは思うのですが、よそでそういうかたちになった時に審査する為には、かなり先までの施策を立てないと、建てて良いと市が掲げてトラブルになった時、そのあたりがどうなるかなと、それだけを心配しています。

　　　　　　ここは大丈夫だとは思いますが。

（担当課）　都市計画の用途変更がある時に、早めに情報をいただいて、用途地域の変更に対してあまり支障が無いように意見を挙げたいと思います。

（会　長）　いかがでしょうか、他に意見はございますか。

　　　　　　説明をいただき、資料を見る限りでは、今回の件については、只今ご意見があったようなことは無さそうだなという感じがしたので、この答申案のとおりでよろしいでしょうか。

（全　員）　はい。

（会　長）　ありがとうございます。

　　　　　　それではこれで、本日の審議を終わりたいと思います。

　　　　　　二件とも、答申案についてご同意いただきましたので、副会長と一緒に、市長の方に私どもの方から答申させていただこうと思います。

　　　　　　よろしいでしょうか。

（全　員）　はい。

（会　長）　では、４回にわたって審議にご協力いただきましてありがとうございます。
　　　　　　不慣れな進行で皆様にご迷惑をかけたと思いますが、お陰様で無事終わることができました。

　　　　　本当にありがとうございました。

（全　員）　ありがとうございました。

（事務局）　お忙しい中、４回にわたりどうもありがとうございました。

　　　　　年末年始になりますので、お体に気を付けて、来年度も色々と審議することがあるかと思いますので、よろしくお願い致します。

